
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：四国横断自動車道 大幸工事
�２ 発 注 者：西日本高速道路 四国支社
�３ 工事場所：徳島県鳴門市大津町
�４ 工 期：平成２０年３月２０日～

平成２２年２月７日
本工事は、四国横断自動車道の一部として、徳
島県鳴門市の大谷川に架かる橋梁の下部工を行う
工事である。
橋梁下部工の工事内容として、橋台工 逆Ｔ
式橋台２基、基礎工 場所打ち杭 φ１，２００、Ｌ
＝６６０ｍであった。

２．現場における問題点

当現場の周辺には、旧吉野川と広大な水田が広
がり、水への環境影響には特に気を遣う必要があ
った。
橋梁下部工を行う際、現場の水質環境における
工事問題点として、以下の事が問題となった。
①旧吉野川には、原則としていかなる水の放流も
禁止であったこと。
②水田作物に影響が出る可能性があったため、コ
ンクリートの打設によりアルカリ性分が含まれ
ると思われる、場所打ち杭施工時の濁水は直接

の使用が出来ないこと。
③近くには、雨水管や汚水管、灌漑設備も見受け
ることが出来なかった、悪天候時の水の処理も
検討しなければならなかったこと。
以上の項目を踏まえて、今回の工事は、現場か
ら発生する水の影響を考慮して、場所打ち杭施工
時の濁水利用と処分を重点課題とした。

３．工夫・改善点と適用結果

場所打ち杭の工事施工により発生する掘削時の
地下水を一度ノッチタンクに貯め、水を採取し水
質調査を行い、現状の水質を把握した。
大谷川には、水の環境基準がないため、流入先
の旧吉野川の環境基準を使用することとした。
まずは、試験施工として、場所打ち杭の施工を
行い場所打ち杭施工後に採取した濁水の水質調査
を行うことにした。水質調査の前に、浮遊物の沈
降促進とＰＨ値調整を行うために硫酸バンドを投
入した。
水質調査の結果が出るまでは、場所打ち杭の施
工は掘削までとしていた。水質調査の結果は、硫
酸バンドを投入して、浮遊物の沈降促進とＰＨ値
調整を行った事で、場所打ち杭施工後に採取した
濁水と掘削時に採取した地下水との水質に差が無
かった。
水質調査の結果を踏まえ、場所打ち杭施工時の
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旧吉野川
下　　流 潮止堰より下流 大 津 橋B

水　道　３　級
水　産　２　級
及びC以下の欄
にあげるもの

6.5以上
8.5以下

3ｍg/L
以   下

25ｍg/L
以　　下

5ｍg/L
以   上

5，000MPN
/100mｍ以下

濁水に硫酸バンドを投入して、浮遊物の沈降促進
とＰＨ値調整を行いながら、上澄水のみを使用し
て場所打ち杭の施工を進めていった。
場所打ち杭施工終了時には、施工後の濁水をバ
キュームにて吸引、汚泥を処理して濁水の処分を
行った。

図―３ 場所打ち杭施工後汚泥処理

４．おわりに

私達は、現在、下水道の推進工事を行っていま
す。推進工事の施工により発生する泥水を一度ノ
ッチタンクに貯め、水澄まいるを使用して水と沈
降物とに分離させている、分離させた水は水中ポ
ンプにより他のノッチタンクに移動させる、移動
した水に硫酸バンドを投入しＰＨ値の調整をする。
ＰＨ計で水質を測定後、上澄水のみを放流してい
る。

表―１ 徳島県公共水域環境基準

表―２ 生活環境保全に関する基準値

図―１ 硫酸バンド投入 図―２ 場所打ち杭施工後
水質調査
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